病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。
・今日と明日、北病棟、西病棟、南病棟欠席者懇談会あります。

＜患者様連絡事項＞
・夏堀　麗紗様～本日14:00～16:00青陽館、単独外出となります。
　　　　　　　　次回5/13　14：00～16：00青陽館に単独外出予定です。


・成田　富士子様～アビドラ注　300単位1キットとカリーユニ点眼液1本継続処方とないっています。　

・内田　都影様～シクレスト舌下錠5㎎1錠を5/9朝より1×朝食後継続臨時で14日分処方となっています。

・澤田　徳則様～カリーユニ点眼液1本処方となっています。　

・越後　京子様～弟様が来院し、対応できなかったことから弟様に電話連絡しています。今後の為介護保険の申請について保健師に相談したところ、障害サービスの申請を勧められたとの事で再度確認しています。
保健師の堺氏に相談していたとのことで、田子町保健師の堺氏に確認後、以前の様子などから、堺氏としては介護保険が該当しないのではないかと判断をして、障害サービスを勧めたとの事であった。病院としては、出来れば介護保険で進め、介護保険の施設への入所で進めていきたいことを伝えると堺氏としてはどちらでも構わないとの事で、弟様に再度来院して頂き保健師と連絡を行ったことについて説明を行った。結果、介護保険の申請を進めていくこととなりました。
	


＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～昨日、体調について尋ねると「喉が詰まる感じがする。食事の時に飲み込む時も通りが悪い様な気がする。」と話されていた。深夜帯では喉の痛みがると訴えるが発熱なく様子見ていた。今日の皮膚科診察にて左背部がチクチクすると訴えるが診察後経過を見る様伝えられています、その後本人用の冷湿布を左右背部塗布希望にて施行しています。また、昼食前に飴を要求の為、時間を説明後、飴を渡すと食べていました。再び夕方飴要求の為説明し渋々納得されています。今後は担当スタッフと時間や1日何個まで食べていいか等を確認し統一した関りを持って行きましょう。

・巴　勇樹様～午前は多飲水ない事から評価していました。午後より隠れ飲水や多飲水の為体重午後からで体重1.1～2.9K増加になっている為、説明と指導とともに一時的にコップ預かりとしています。口渇の訴え時はガム等で対処し多飲水傾向を軽減できる様に関わっていきましょう。

・澤田　德則様～退院ケア会議後より昨日の夕食全量摂取でき苛々や不安発言なく過ごしています。本日は朝食全量、昼食3/2摂取され同室者との会話見られ苛々の訴えなく落着いて過ごす事できています。今後も退院に向けて苛々や不安発言時は訴えを傾聴しスムーズに退院が出来るよう関わって行きましょう。

・田端　テル様～本日、使用中のベッドが高い事から上り降りの際転落の可能性も考え高さ調整できるＪ・Ｓさんのベッドと交換しています。高さ調整を本人に確認して頂いた後、「これぐらいでちょうどいいです」と穏やかに話されていました。使用しているスリッパを履く際、ふらつきや転倒の恐れの為、交換を促すが、「このスリッパを主治医に見せないと、薬が増えて
困る」と発言し拒絶する為、再三の説明後交換しロッカーにスリッパを保管しています。衣装ケースの出し入れの物音が気になると同室者のＨＮさんから睨らまれたり、ため息をつかれる事で、スタッフの介入にも暴言や拒否発言が聞かれるようになった。今後はリハビリパンツや翌日朝着用する衣服準備できる様に関わっていきましょう。



・山下　幸子様～ 本日の朝食後スタッフへ「生理は15日頃が予定なんですけど、今朝から下腹部が痛く我慢してたんですけどカロナールって、この痛みにも効きますか」と話されています。疼痛の訴えある為、疼痛時の継続指示カロナール200ｍｇ1Ｔ与薬しています。その後は、疼痛軽減しています。
　　　　　　　　昨日の準夜帯、Ｒ・Ｎさんに同じ内容を繰り返し会話してくる事で泣いた経緯がありました。今後も、Ｒ・Ｎさんに対しエスカレートする接触が見られたら、Ｒ・Ｎさんに声掛けし距離を持つように関わっていきましょう。


・井上　和美様～昼食時、レストランにて見学している実習生に対して「お前らそんな
に偉いのか」と突然詰め寄る事があり介入しています。「あいつら２人でコソコソ俺の事を話しやがって！」と被害妄想発言聞かれており、食事中も「バカにしやがって」と独語聞かれていますが、病棟に戻ってからは独語、威嚇する様子見られず経過しています。気分の高揚さも見られていますので、引き続き他者とのトラブルに至らない様精神症状の観察をしていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞
・滝田　英人様～独語は聞かれていますが、大声となる様子は時々聞かれています。スタ
ッフ介入にも応じる事出来ています。夜間中途覚醒あり、再入眠は出来ています。

・三上　勇様～歩行器を使用せずに移動することがあります。転倒に注意しましょう。物
忘れや妄想に左右された行動が見られています。引き続き、現在のADLを
低下させないよう、安全に生活出来るよう関わっていきましょう。

・上村　みわ様～血圧は特に問題なく経過しています。妄想に左右された言動は目立たず、
プログラム、作業療法への取り組みも良好です。要介護1の為入所できる施設を検討していきます。

・中川原　義雄様～金銭管理では記入する場所が分からなくなったり計算できなくなったりし、スタッフ付き添いでの買い物となっています。腰痛は落ち着いており、青山荘への入所でも検討していますが、精神症状が安定しないのが現状です。今後の方針をご家族とも話し合いながら施設入所等検討していきましょう。

＜馬渡Ｄｒケース検討＞
・原　吉郎様～体調について尋ねると、「元気がない、調子は良くない、などと話していま
すがバイタルの異常はありません。食事や睡眠とれています。主治医は青山荘入所の意向ですが、過去には見学すらままならず、断念した経緯があります。クロザリル服用中でも入所可能な施設への退院も検討していきましょう。処方変更はありません。

・山下　拓也様～本日、作業療法中、看護学生に対し、色情的な言動聞かれて介入要しています。今後も色情的言動の可能性ある為、学生の受け持ち患者は避ける様指示を受けています。

[bookmark: _GoBack]・佐々木　淳様～昨日、母様の面会時不機嫌となり会話できず面会終了している事を情報提供しています。また、日ごとで気分の変動も見られ、機嫌良く対応する事もあります。診察後5/10朝よりゾテピン25㎎～50㎎へ増量1日3回毎食後となり7日分処方となられています。過鎮静と転棟に注意するように指示受けています。

＜皮膚科診察＞
・十日市　利喜様～アズノール軟膏、左踵部　1本処方となっています。

・五日　市規様～テルビナフィンクリーム1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。

・齊藤　光枝様～多発性毛包炎　頚部～背部　ナジフロクリーム治癒。

・夏堀　麗紗様～慢性湿疹　左外踝　ヘパリンクリーム治癒。

・松永　勘五郎様～慢性湿疹、背部　デルモゾールＤＰ軟膏治癒。

・織笠　健太郎様～湿疹、鶏眼、背部、右第四趾、ゲンタマイシン+ガーゼ治癒。

・山下　幸子様～角化症、爪白癬、乾燥性皮膚炎、ヘパリンクリーム治癒。

・原　吉郎様～両下肢慢性湿疹、両下肢治癒。





